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目的 High-risk cutaneous nonmelanoma malignaicies に対するセンチ

ネルリンパ節の妥当性の検討 
研究デザイン 症例集積研究 
セッティング 1 大学(Referral university medical center) 
対象者 臨 床 的 に 所 属 リ ン パ 節 転 移 の な い high-risk cutaneous 

nonmelanoma malignaicies 24 症例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） センチネルリンパ節生検 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 sensitivity 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

24 症例中有棘細胞癌は 17 例。 
17 例中 5 例にリンパ節転移があり、うち 4 例はセンチネルリンパ節

であったが、1 例は nonsentinel node であった。この 1 例は原発巣

の初回手術例ではなく、頭皮原発の有棘細胞癌再発例であった。24
例全体での経過観察期間の中央値は 10 か月で、領域内の非センチネ

ルリンパ節への転移は起こらなかった。センチネルリンパ節生検を

行った 24 例における Sensitivity は 88%、 negative predictive 
value は 0.94 であった。 

結論 

センチネルリンパ節生検はリンパ節への微小転移を診断するための

有用な方法である。この方法によって、より正確なステージ分類が

可能になると考えられる。さらに症例数を増やし、方法を確立すべ

きである。 
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エビデンスのレベル分類（ V ） 
比較的高頻度にセンチネルリンパ節転移がみられている。また有棘

細胞癌の再発例に偽陰性例があることから、適応症例はよく吟味す

べきと考える 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




